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消費者情報　2024/11（No.510）

【
解
説
】

  

消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

個
別
解
決
が
図
ら
れ
た
が
、安
全
性
が
確
認

で
き
な
い
玩
具
等
の
子
供
用
製
品
に
つ
い
て
の

販
売
規
制
が
な
い
と
い
う
一
般
的
な
課
題
は

残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
す
る
た
め
に
、

令
和
６
年
６
月
26
日
、消
費
生
活
用
製
品
安

全
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
。

法
改
正
の
内
容

　

法
改
正
の
主
な
内
容
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

取
引
の
拡
大
へ
の
対
応
及
び
玩
具
等
の
子
供

用
製
品
の
安
全
確
保
へ
の
対
応
で
あ
り
、具

体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

1 

「
国
内
管
理
人
」の
設
置

　

改
正
法
で
は
、特
定
製
品
の
輸
入
事
業
を

行
う
海
外
事
業
者（
特
定
輸
入
事
業
者
）に
つ

い
て
国
内
に
責
任
者（「
国
内
管
理
人
」）を

置
く
こ
と
を
義
務
付
け
、そ
の
国
内
管
理
人

に
製
品
事
故
発
生
・
被
害
拡
大
防
止
の
た
め

の
必
要
な
措
置
を
と
ら
せ
る
こ
と
と
し
た
。

2 

「
取
引
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提

供
者
」の
協
力
義
務

　

改
正
法
で
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
を
運
営

す
る
者（「
取
引
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

提
供
者
」）に
は
、製
造
業
者
等
に
よ
る
製
品

の
回
収
等（
い
わ
ゆ
る
リ
コ
ー
ル
等
）が
必
要
と

な
っ
た
場
合
に
は
そ
れ
に
協
力
す
る
責
務
が

課
せ
ら
れ
る
と
共
に
、当
該
特
定
製
品
の
製

造
業
者
等
自
身
に
よ
る
十
分
な
対
応
を
期
待

法
改
正
が
必
要
と
な
っ
た

背
景
事
情

　

近
年
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
の
拡
大
に
伴

い
、国
内
外
の
事
業
者
が
オ
ン
ラ
イ
ン
モ
ー
ル

等
を
通
じ
て
国
内
消
費
者
に
製
品
を
直
接
販

売
す
る
機
会
が
増
大
し
て
い
る
。
日
常
生
活

で
用
い
ら
れ
る
製
品
の
安
全
を
規
律
す
る
主

な
法
律
は
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
だ
が
、

こ
の
法
律
に
よ
る
従
来
の
規
律
で
は
、海
外
か

ら
の
製
品
流
入
に
お
い
て
は
国
内
輸
入
業
者

が
製
品
の
安
全
性
に
責
任
を
持
つ
べ
き
こ
と

と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、海
外
事
業

者
か
ら
の
直
接
購
入
事
例
で
は
国
内
輸
入
業

者
が
存
在
し
な
い
た
め
、製
品
の
安
全
性
に
責

任
を
持
つ
者
が
国
内
に
存
在
せ
ず
、P
S
マ
ー

ク
制
度
等（
※
1
）の
消
費
生
活
用
製
品
安
全

法
所
定
の
諸
規
制
の
実
効
性
が
失
わ
れ
て
し

ま
う
と
い
う
課
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
。

　

ま
た
、近
時
、磁
石
製
娯
楽
用
品（
マ
グ
ネ
ッ

ト
セ
ッ
ト
）や
吸
水
性
合
成
樹
脂
製
玩
具（
水

で
膨
ら
む
ボ
ー
ル
）に
つ
い
て
多
数
の
誤
飲
被

害
が
発
生
し
た
。
こ
れ
ら
は
誤
飲
の
危
険
性

か
ら
海
外
で
は
規
制
対
象
と
な
っ
て
い
た
が
、

国
内
で
は
強
制
規
制
が
存
在
し
な
か
っ
た
た

め
流
通
し
て
し
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
誤
飲
被
害
に
つ
い
て
は
２
０
２
３
年
６
月
に

こ
れ
ら
製
品
が
P
S
マ
ー
ク
制
度
の
対
象
と

な
る
特
定
製
品
と
し
て
追
加
さ
れ
る
こ
と
で

コンシューマー・
トピック

弁
護
士 

伊
藤　

崇 （
い
と
う
・
た
か
し
）

オンラインモールを通じた海外事業者による新たなビジネス形態
経済産業省　消費生活用製品安全法等の一部を改正する法律の概要（令和6年法律第67）より引用

近年のインターネット取引の拡大に伴う流通経路の変化

オンラインモール

②オンラインモールで注文

倉庫に保管①倉庫に発送 ③配送

海外
事業者

輸入
事業者 販売者

消費者

【海外】 【国内】
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事
項
・
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う

ち
、特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
点
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

1 

「
国
内
管
理
人
」
の
基
準
が
ど
の
よ
う

に
な
る
か

　

国
内
管
理
人
の
選
任
義
務
付
け
は
本
改

正
の
要
で
あ
る
が
、国
内
管
理
人
が
具
備
す

べ
き
基
準
は
別
途
定
め
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
制
度
の
形
骸
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
国

内
管
理
人
が
人
的
・
経
済
的
能
力
を
備
え

た
実
質
的
な
主
体
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
、国
内
管
理
人
が
具
備
す
べ
き
基
準

の
内
容
は
極
め
て
注
目
さ
れ
る（
※
2
）。

2 

取
引
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供

者
と
の
協
力
、各
種
公
表
制
度
の
実
効
性

　

上
記
の
通
り
、国
内
管
理
人
の
選
任
義

務
付
け
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
た
だ
、本

改
正
以
前
か
ら
同
種
の
規
制
は
会
社
法
に

存
在
し
た
が
、こ
れ
を
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守

し
な
い
こ
と
に

つ
い
て
何
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
も
な
い
こ
と
か
ら
同

条
は
事
実
上
形
骸
化
し
て
い
る
と
い
う
の
が

実
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
事
態
の
再
発

を
防
ぐ
た
め
に
も
、取
引
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
提
供
者
と
の
協
力
、届
出
事
項
の

公
表
、
法
令
等
違
反
行
為
者
の
公
表
と
い

う
改
正
法
の
諸
制
度
が
実
効
性
を
伴
う
形

で
運
用
さ
れ
る
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
る
。

　

こ
の
点
、取
引
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
提
供
者
と
の
協
力
に
関
し
て
は
、２
０
２

３
年
６
月
よ
り
国
内
主
要
事
業
者（
2

 
0
 2 

4
年
9
月
現
在
8
社
）と
関
連
官
庁
と
の
間

で
は
自
主
的
な
協
力
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い

る（「
製
品
安
全
誓
約
」）。
問
題
は
こ
の
8
事

業
者
以
外
の
取
引
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
提
供
者
へ
の
働
き
か
け
が
実
効
的
に
な
し

う
る
か
ど
う
か
で
あ
り
、特
に
、取
引
デ
ジ
タ

ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
提
供
者
自
体
が
海
外
事

業
者
で
あ
っ
た
場
合
の
実
効
性
確
保
は
大
き

な
課
題
と
な
る
。

3 

子
供
用
特
定
製
品
の
政
令
指
定
、そ
の

技
術
基
準
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
な

る
か

　

ど
の
よ
う
な
製
品
が
子
供
用
特
定
製
品
と

な
る
か
、そ
の
製
品
が
満
た
す
べ
き
技
術
基

準
や
使
用
年
齢
基
準
の
内
容
は
別
途
定
め

ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
玩
具
に
つい
て
、

従
前
日
本
に
は
一
般
社
団
法
人
日
本
玩
具

協
会
の
定
め
る
S
T
基
準
な
ど
の
任
意
基

準
が
あ
り
、ま
た
I
S
O
８
１
２
４ 

︱ 

１
等

の
国
際
基
準
も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、そ
れ

ら
と
の
整
合
性
、役
割
分
担
が
問
題
と
な
り

う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

4 

規
制
対
象
外
と
な
る
製
品
・
取
引
に
よ

る
被
害
事
例
が
今
後
ど
う
な
る
か

　

今
回
の
規
制
は
P
S
マ
ー
ク
制
度
の
対

象
と
な
る
特
定
製
品
・
子
供
用
特
定
製
品

に
つい
て
の
み
及
ぶ
も
の
で
あ
り
、そ
れ
以
外

の
製
品
に
つ
い
て
は
従
前
通
り
の
対
応
し
か

な
し
え
な
い
。
ま
た
、消
費
生
活
用
製
品
安

全
法
は
事
業
者
を
規
制
対
象
と
し
て
お
り
、

個
人
が
規
制
対
象
と
な
る
こ
と
は
典
型
例

と
し
て
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、今
回
の
法
改
正
は
製
品
・

取
引
の
全
て
を
網
羅
す
る
も
の
で
は
な
い
た

め
、規
制
対
象
外
と
な
っ
た
製
品
・
取
引
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
は
残
さ
れ
た

課
題
と
な
る
。

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、当
該
オ

ン
ラ
イ
ン
モ
ー
ル
を
運
営
す
る
者
に
対
し
て

当
該
製
品
の
出
品
削
除
な
ど
を
要
請
で
き

る
こ
と
と
し
た
。

3 

実
効
性
確
保
の
た
め
の
諸
制
度
の
導
入

　

従
来
か
ら
特
定
製
品
の
輸
入
・
製
造
・
販

売
に
は
事
前
に
事
業
者
の
氏
名
住
所
等
の

届
出
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、改
正
法
で
は
そ

の
届
出
事
項
の
一
部
を
公
表
す
る
制
度
を

創
設
し
た
。
国
内
管
理
人
の
氏
名
住
所
等

も
そ
の
公
表
対
象
に
含
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
法
令
等
違
反
行
為
者
に
つ
い
て
、

そ
の
氏
名
・
名
称
等
を
公
表
す
る
制
度
も

創
設
し
た
。

4 

「
子
供
用
特
定
製
品
」
制
度
の
導
入

　

改
正
法
で
は
、子
供
の
生
活
の
用
に
供
さ

れ
る
製
品
の
う
ち
一
定
の
も
の
を
前
掲
の

P
S
マ
ー
ク
制
度
の
対
象
と
な
る
特
定
製

品
と
し
て
規
制
対
象
と
し
た（「
子
供
用
特

定
製
品
」）。
更
に
子
供
用
特
定
製
品
独
自

の
規
制
と
し
て
使
用
年
齢
基
準
適
合
義
務
・

対
象
年
齢
や
使
用
上
の
注
意
等
の
所
定
の

警
告
表
示
義
務
を
課
す
こ
と
と
し
た
。

　

た
だ
し
、子
供
用
特
定
製
品
に
つ
い
て
は

中
古
品
も
多
く
流
通
し
て
い
る
実
態
を
踏

ま
え
、一
定
の
要
件
の
下
で
、中
古
品
に
つ
い

て
は
所
定
の
表
示
が
な
く
と
も
販
売
可
能

と
す
る
特
例
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
課
題

　

本
改
正
法
で
は
衆
議
院
・
参
議
院
と
も

付
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
、今
後
の
検
討

※１ 特定製品と呼ばれる一定範囲の製品について、一定の安全上の技術基準を確保することを求め、これを満たした製品でなければ輸入・製造・販売
できないこととし、販売後も必要に応じて製品回収などの措置を求めることなどを内容とする制度の総称。

※２ 現在、消費経済審議会製品安全部会で議論中であるが、2024年8月27日時点では「日本国内に住所を有すること」「日本語での意思疎通が容易に
できること」「関係法令の規定を遵守するものであること」「消費生活用製品安全法の規定により主務大臣が行う処分の通知等を受領する権限を付
与されていることのほか、必要な事項を定めた関係にあること」という例示がなされている。
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